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利用者保護ワーキンググループ 開催要綱（案） 

 

１ 目的 

本ワーキンググループ（以下「ＷＧ」という。）は、電気通信事業政策部会における委員会

の設置規程（平成 26 年 12 月 26 日情報通信審議会電気通信事業政策部会決定第３号）に基づ

き、固定電話網のＩＰ網への移行に伴うサービスの廃止・変更の影響を調査し、移行を円滑に

進めるための対応を検討することを目的とする。 

 

２ 名称 

本会合は、「利用者保護ワーキンググループ」と称する。 

 

３ 主な検討事項 

 (1) 固定電話網のＩＰ網への移行に伴うサービスの廃止・変更に係る利用者・消費者への影

響の調査 

 (2) 固定電話網のＩＰ網への移行に伴う対応及びその促進策の検討  等 

 

４ 構成及び運営 

 (1) ＷＧは、別紙に掲げる構成員により、情報通信審議会電気通信事業政策部会電話網移行

円滑化委員会（以下、「委員会」という。）の下に開催する。 

 (2) ＷＧには、主査及び主査代理を置く。 

(3) ＷＧの主査は、委員会主査が指名する。主査代理は、主査が指名する。 

 (4) 主査は、ＷＧを招集し、主宰する。また、主査代理は、主査を補佐し、主査不在のとき

は、主査に代わってＷＧを招集し、主宰する。 

 (5) 主査に事故があるときは、主査代理がその職務を代理する。 

 (6) 主査は、調査を進めるに当たって必要があると認めるときは、関係者に対し出席を求め、

説明を聞くことができる。 

 (7) ＷＧにおいて検討された事項については、主査が取りまとめ、これを委員会に報告する。 

 (8) その他、ＷＧの運営については、主査が定めるところによる。 

 

５ 会議の公開及び資料の取扱い 

 (1) ＷＧは、原則として公開とする。ただし、主査が公開することにより支障があると認め

る場合には、非公開とすることができる。 

 (2) ＷＧで配付された資料は、会議終了後速やかに公開する。ただし、主査が公開すること

により支障があると認める場合には、資料の全部または一部を非公開とすることができる。 

 

６ 庶務 

ＷＧの庶務は、総務省総合通信基盤局電気通信事業部事業政策課が行う。 
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（別紙） 
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（敬称略） 
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